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泰友認
外ふ両嘲漱さん力伸心乙な一一てis山口会Ｊがつくられました

このほとグs山口会だよりごいう袱関誌が抜られてさましたＱ

ござ紹かしまあ

　　

晰堆焼乙にも私説洽を借りなけ机ぼならない歿ｈん必

　

お葉引いを書いた奪い剥更り乙外っいいズトト

　

ｉ希頌臓球鎔や大蓼哺5祠糾絵ぐフ叶自浦九稲

　

のお知政二山口疹へc濾隻語ノ会最努亦なよ全忿ｙ

一ぶａタイプによる印町大きな孝之６ｔも読桝殯心肩ブ

なおみんｒら寄截小だ力おいいかｿﾄが函ぷｱなぐ目を

ひかれましtｈ

表九川支部か山も

こ３一一又が届いてま3 fj

ますo

　

易名はｙが

や忿ダステ吸り5前

　

ぞす沁o

　

ガリ艇辞jぶ3溥い一もｙ矛２回脱会7斂葬ぞｔ

北遍峻部ａニュ一ス心ぷじめはかﾉ版印刷でり犯ｏ

　

骸筆の

ガリ炉ﾉ乙一いづ齢がなっかしく秀い臓ざれまち

　

丞似が青い

色めデュデロ印刷Ｇ変りノ沁丿臨ファック叉にぶるも必で貳

一一１６一一

　

ｘが鱈x
麿几ﾑｽﾝ

らこ



勁娠幻寡ふ健塵対簾

甲田療俵ａ勧lき

釣だち印JGより続く

若着甲田光雄先生

j7一
一

　

ｒＬ温埼浴洙

　

温冷右琵４ブ映防湿硲も交互に一分司ずyﾌ４りかえすぺ

浙去ズ乙まず最噺詠一刈フに一を佃藻肌ついで今痴ａ湯ａ甲

にヤ分爛浸ｙまた永の中に一剖司入ゐ乙い一りぶうに冰一４

なザ柳吋到郎作

　

最初回娠ず細ら入りご聶飯冰ぞ上るａで水４から一回

夕いこじにな吋ちす乙いたい水胴尨禰位丿孫冶心1回位ﾆが

迪当ぞTす夕

　

いままざぶ経験し筋県力症患呑９場台ばにふ雨脚脱泌が

大変碗珊乙

　

ｓの入翻泌行なう乙函馳賄良下知癌状が軽

択ゆこｓ外全知映派が濤七tぶ蕩絢が眼告洲拓7いぞおり

ま影

　

水友昌ぬＪ丿夏冬心ぱＪ抑宿腕せ和ぐ水単臨

場合ふ夏ふ25一ぴ白こも昂ト冬まお漣が7冴７位にも下

ってレま心ぞあ刺感ばさませんｏ

　

し一カセやろみど露

ｔばｙ外凶温なIALノてでも閤社まｔC徹釦象眼湯を息

一
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一
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レ高訟４鍼4老を用いて冷卜四を加なり嶋嘸陥温

冷6がぞさる口ですが一一う

　

その奥井戸柚卯詞でさ佃ぶ

妬順治ですa

　

これなら夏P7一価ｙ冬測ト12ｔ４らいにな

りまみ

　

湯ａ麹気譜面が喘冊にかﾌﾞ万昆良す匈っち4しか０こ

弗くて碍乞くらいでよろし卜

　

応勅尨か得令どこ

　

軽度扉諦函錨加翻剱E轟ク俯ふ方は

条初削絹癩坏畜印心磋狭遊公jな八後公叙同胞

肩まで函品沌唇へぷ貧らしｌrゆふ杞いたいＺヶ月向ぞ全淘ａ

必幌港行な亡ようにずらかま大環結水謳も登記位こ

レで湯ｇ温度差を冷めて舞ﾓ河ゐよらllレ徐碩対価を下

げて約２ヶ月圓てﾆ正規ク嵯疾差に戻してゆくＪこうに7すればぷい

　

一1

　　　

ｓ
てしＪ一一ﾌ９

　

ただレ申冶吏以上丿拗嫡睦頑晦函i辿ぶぴ心偶勧

併発にいふ七心ｔ当加屑広腿昴研屁訟匈弧琵肺

でおかれﾇ病がよいと漢沁ますｏ

　

匹励収くて水槽JIすか凶気力孔バケツい冰を入銭て

洗面器で卵恥功町ゐ炉一ポ一ズで冰を足元ﾆから次ヤに上が乱ｘ

かけてゆ４方法などゐかsなど色ベエ尽レて倫行じて下方ら

　

俯鰍力孤９息巻さんまａ中にはう勁匈知足で万丸訃どある

一万ど朝晩４吃行なダｑ沁ｋふ方4Jちりま御心結構なこと

　　　　　　　　　　

一18一



ｉｔ

　

Ｊ自鉛心像二必プＪ抑出番Ｆしてぷiられぷ方4
F

べろあり刈sがト後で癩ぺなけ沁必れどもよろしいｏ

な謡重症ａ方で自分ど温冷釦ゼさない方にtj丿捧ごFへａ

舎欧互浴をおｉrオめにおきます６

　

こ副軒掘冷谷ａ足

の倦廓私儀快レかっ眉絹べ応対奴嶽庇丿乙友鳶にかった

という滞告などありますｏ

　

白力七動すない方はＪ辣ぶ妨回軸ｊ４ａ入ったバケツを

2ﾉ個蘆ﾆいてＪ淑詞趾動云って七らいながら寿ｉじど下さＵ

　

２啼故ａ整正去

背奪霖いt球滴ｙむ乙４われｔおりま一4が廠派燧ｋ

その岬ﾄｾﾞ４ない乙愚いますｏ

　

甲徊恥僥腺浙臓心旅勿

の臓識隨淵吋観創辰すゐ牝めl暑匯霖図E怠飽Ｅレい

貸骨国乱がないようにして置く必髪があります夕

　

こ９牝め

の左正法乙レてｏ平らな堅い鴇床にや本融ヨ杵死ぼ相充を用

いゐこ一二および勿り慟Ji嵐軸びをぷすすめレで一ｋさまホ

　滋膀丿旛滋恥巍昿勿気

丿勅t遠心2紅い屯矯Ｅレてく沁湊喋一さらt讃痴聳動ｔﾆぷ

癩変幻球泌肛いを同隙こ矯XビきゐＱぞす昏

ま糾践漣勣をみ日乙こ3回舞jlしｔおります乙丿更通が乙一

一 f9一



tｔ凱なりま１レ爾鮑璽勣資丿饗諏血翔島象艦畝洽

肌従って冑腸の沸と剛な細孔一ないﾉふ食ぞｊも充分耐えら

れ妬剛把なりま岑

　

きらにまた禰咆吹7にＪ昨腱康上

鵬をtﾆ剖り琳靴7癩塩痢2衡がもたらさｋ知Ｑぞありますｏ

　

さｔ痢楓湖床が木枕Cj毒は抑刳錨蝕淆で劫吻可

能亡ありますヵぐ金翫丿齢吋摯臓連動の甕行と呑りますとツ

j症着でtぷヤレ勿勤ば一ｹど貳

　

従っｔｏ重症ｔtまか添り着ａ邸注持ちよ1ずて金魚

丿勁を実施tズあげゐ篆7に浹内凋叱すべ図3彦照ａこzい

　

３足脚一丿段練残

　

減漱か顔磋ク塵豪必針はＪ学委静を守ふふとが原剛とな

ロていゐぷゐでオがノご縫が硝紳危うレＪという忠ちも聞き

希て1こならぬ大等なこび琵ぞいまｔ

　

今まで副酸9さんま

の幽彊疹蔡禰験からかあ判安静を守り過ぎゐａぽか九

って結果がよくないＪ二うてニオ一

　

をれよ似むし友艶酌にj戈をよく勲づ哨ﾌを毎日垢1

ふわぐ卵痢俤挑冷とゐこ乙tこなふと慾い孝事

　

足昌師司った萬一くぶ肺りヵ値いと言う八収効湯りま才奉

す糾俤聊如萌諏いて岫哺諺駅剱

でＪ屎蹴あ釦綿向趣凍かすぷう哺ヵを態ってば剣

一

20一一一



　

まｾﾞﾆんo
il

病巻が蹟磁緊手応肩師随行なう方法６してづほ謎動５

冶掌白際ぐ図４およびぶを劈弘こ乙うをおすすめしズおきま

yも

　

とくにゼ飢彭助か翔廼拓laうちぱ肺勣筋挑蛮娃紅ぎふ

豪酒らレい方球ぞある上七妬頑漬循屋がじでル良４ない

り態６弱った人もこ刈瞳沁吸復してぞますか泌っ回れ実

行すゐJIうにレて下さいｏ

　　　　　　　

Ｃつつs之う

次回ば４壇浄療浪へと続きま乱

わ稽ちＭｏｊ６こS希望以ぷfよお知ら忙くだきれば

すどtこお送りい一rｓレます

必こぶ甲田知去Ｊ刀昭喇沁幽冰びた一もａどす為

諏談詣圃圃談

一 21
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脊蔓と癩葡ａａｔ降鋳に行なｔｔ嘩を一ぐに

しｏ皿を皿會の上にかけてoからでを左右へ皿るo

申雌が左右11慨いなとｌ一７輿齢の中心に力を入れて

眺を押しだもこれは呼吸とａｌ曝なく抒ヶ仙

　

追考は左右一往復を１爾と数えて１９鵬勾鯖ぐらし

力1卜分胃o皿賢匍a個をＳ皐とｔ恥しかし母初はl呵

ＩでもSe禰でもｅき４だ抒行なiへ噺次帥QIにｌぷ

ま4Sこ耳万す暴ｏ １Ｓ３圃貰行のことｏ

　

冑枕ｌ皿のみでは交感紳機が耳馨寿れで鍬雌e磯俵

に慨ｌ一泰暮遮壽ｓ４では弔考俸禄がｉＩＳれｉフィ

嗜り性に輿くａｔ耳會Ｓ躊に斤なえば乍皿皿や性に

な４一このとあ會巴ｌ乖が匍ｌやずい敏魯になるのでo

羞鳥や114べ4i會くな条一輿くなＬ瞭Ｃな卜ｊ

ｔＳにだＬｔ會11こ讐い耳かせるよ似こ行SI4とよぺ
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ｉ

ｅ遍ｉｉｉ

　

亭Ｓｌｒ磯枕１咽しあおfjillﾆ裏てo再ｉｌｌ１儒直Iｺｌに11r丿
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